
(果樹一落葉果樹一栽培） (園芸一果樹一落葉果樹）

課題名

試験研

究年次

2６モモの施設栽培

施設栽培モモの収穫直前生理落果の果重と性状

２年（完了）

Ｉ目的

分類 ②

モモの施設栽培において生産を不安定にする収穫前の生理落果につい

て、現地の実態を把握しその防止対策に資する ｡

Ⅱ試験方法

八女郡広川町において、加温ハウス栽培の山加早生（成木、１月２６

日被覆）、武井白鳳（成木、１月１０日及び１月２７日被覆）を用い、収

種直前に落果した果実の性状を調州査した。

Ⅲ主要成果の概要．

モモの施設栽培における収穫直前の生理落果は、核割れが落果の主

要因である。

１“山加早生”では、収穫直前の落果の原因は、核割れによるものであ

る ｡

２
CＯ

武井白鳳"，では、ごく一部に過熟による落果がみらるが、収穫直

前の生理落果の主原因は核割れによるものである ０

３核割れによって落果する果実は、平均果重１３０～１５０９と小さ

いものが多い ０

－２４４－



1Ｖ、主要成果の具体的データ．

第１表モモの収穫直前落果の果重と性状（２年）

品種作型調査Ｈ／８果重（性状》

山加加温ハウス５／1４１６０９（核割れ）、１２０(核割れ）、１５０（核割れ）、

早生１／２６被覆１６０（核割れ）、１２０（核割れ）、１００(核割れ）、

１４０(核割れ）、１３０（核割れ）、１５０（核割1れ）、

1１０（核割れ）、１１０（核割れ）、１００（核割れ）、

1７０（核割れ） （平均１２９８）
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武井加温ハウス５／１５１４０（核割れ）、１８０（過熟）、１７０（核割れ）、

白 鳳１／１０被調１１０(核割れ）（平均１５０９）
●●◆●｡｡●Ｃ●●｡●■■ニー■－口■●●■●Ｑ口ＣｏＣ凸今中中ゅ｡ｰｰ■●■■由■ロロ●●ゥつＣ◆●●‐●●●●●｡｡｡■■｡■I■■■■｡⑧◆｡｡●◆●●凸●

5／１８１２０（核割れ）、１６０（核割れ）、１４０（核割れ）、

(平均１４０８）
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加温、ｳス５／1５２１０（核割れ）、１６０(核割れ）、１６０（核割れ）、

1／２７被覆１５０（核割れ）、１３０（核割れ）、１３０（核割れ）、

１００〈核割れ）、１２０（核割｝れ）、１００（核割れ）

(平均１４０９）
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5／1８１７０(核割れ）、１５０(核割れ）、１４０(核叫割れ）、

120（核割れ）、１００（核割れ）、１２０（核割れ）

(平均１３３９）

Ｖ成 果 の 評 価 と 取 扱 上 の 留 意点

１核割れの発生は、品種に因るところが大きいので核割れしにくい品

種の_導入・更新が収寝前生理落果の防止に必要である。
IIP

２硬核期における土壌の乾燥から湿澗への急激な変化は、新梢の栄養

生長を促して核と枝葉との養分の競合を起こし、核割れを引き起こす

ので、土壌水分管理の適正化に努める ｡

VＩ今後の研究上の問題点
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